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研究の背景 

今回、私は「プロジェクションマッピング」というデジタル技術を昔ながらにある文化と融合して物を伝える

表現に活かせることができないかに注目した。そして紙芝居文化に焦点を当て、語り手が絵を見せながら

人々に物語を伝えるパフォーマンスを新しく、そして面白い表現を創り出そうと考えた。紙芝居とは、絵本や

電子書籍とちがい、絵の引き抜き方、声色、台詞回し等を盛り込めることが人々に昔から親しまれてきた特

徴である。そして一人対一人ではなく、一人に対して複数人に物語を語るというパフォーマンスによる空間の

「共有」ができるのも紙芝居の大きな魅力の一つである。これらの特徴を踏まえ、紙芝居を会津の歴史に活

かし、新しいけど懐かしいものとして作品に応用できないか考えた。 

 

研究の目的 

紙芝居の大きな特徴は語り手と複数の人に物語を伝えることである。まず使用できる場面としては幼稚

園・保育園、図書館での子供に対する読み聞かせやボランティア、または新しいプレゼンテーションの表現

として応用できると考えている。また、紙芝居の中身の内容については地元の地域に絡めた歴史である天海

大僧正に因んだ物語を元に制作した。 

 

研究のプロセス 

① 「はいからさん語り部」という紙芝居のイベントの参加 

② 子供達がそれぞれ取り上げてきた歴史人物の紙芝居の絵の指導 

③ 紙芝居舞台の制作 

④ 実際に「はいからさん語り部」でのイベントで地元の方たちにプロジェクションマッピングを使用した紙芝

居の発表、ヒアリング調査。 

⑤ イベントでの反省点を生かし、自分で一から紙芝居、映像の制作開始 

⑥ 中身のコンテンツである会津出身の「天海大僧正」の調査 

⑦ 資料を元に、イラスト、原稿制作 

⑧ プロジェクター設置、発表練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



成果物（完成作品） 

【紙芝居イラスト】      

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロジェクションマッピングを使用した物】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使用ソフト】 

Adobe Illustrator CS6/Adobe Photoshop CS6/Adobe After Effects CS6/Adobe Premiere Pro/ 

PowerPoint 2013/SAI 

 

考察 

プロジェクションマッピングを利用した紙芝居というテーマで制作していくにつれ、どのようにして紙芝居というア

ナログな作品の良さを無くさず映像を投影できるかが困難だった。実際のイベントでの発表では子供達に直ぐ飽

きられるのではないか不安はあったが、本番ではとても集中して語り部の声と絵、そして投影されている映像を最

後まで見てくれた。ただの映像にはならないように心がけるため、語るときのタイミングやワンクリックだけでできる

簡単な操作、そして舞台自体の構造を把握した映像の制作等多数の問題点にポイントを絞って制作を進めた。

今回の研究では紙芝居をつくるための設計図作りや地元の歴史調査、紙芝居のイラスト制作そして映像制作等

多様な分野に関わりたくさんの方達に協力してもらい、楽しみながら研究を進められた。そしてまだ途中経過では

あったが、作品を地元の方たちに見てもらい、そして子供たちに楽しんでもらえたのが何よりこの研究のやりがい

を感じた。これ機に古くからある紙芝居に少しでも新しい方向性が生まれてほしい。 

 


